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◇ 2022 年も終わろうとしている年の瀬ですが，「師走」という
字のごとく会員諸氏にもお忙しい日々をお過ごしかと推察し
ます．編集委員会でも任期を全うし卒業される予定の委員各
位が後釜を探し回るシーズンです．本年は，本誌の電子化が
あり，また編集システムである ScholarOne の導入があり，
新委員への引き継ぎが難しいかもしれないと，杞憂ですね．
◇本会の行事もオンラインからオンサイト（対面）にだいぶ
戻ってきたようです．討論会や年会，また各支部の行事でも
対面を含んだハイブリッドを活用しているものが散見されま
す．討論会で初めて試みられた口頭発表会場のストリーミン
グ配信では，休憩室で複数会場を聴講という強者もいたと聞
き及びました．「とびら」で触れている変化の受け入れも，
こうした形もあるのですね．
◇来たる新年，悪い方の変化が良い方に変化することも期待し
ます．コロナ禍やウクライナ情勢，これらだけが原因ではな
いでしょうが，研究に必要な消耗品がなかなか納入されない
ことも多いです．そうした状況も踏まえて計画を立てなけれ
ばならないのも変化してほしいです．
◇それでは皆様，是非とも良いお年をお迎えください．
 〔T. T.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　

学会改革の継承を期待して 早下隆士

〈入門講座〉　分離技術：原理から最新技術まで

溶媒抽出 藤永　薫 

〈解　　説〉　　

海水を対象としたトリチウムの分析方法とその実測例 

 城谷勇陛・神林翔太・及川真司

〈ミニファイル〉　マイクロ・ナノの分析化学　

概論・基礎 火原彰秀

〈話　　題〉　　　　　　

生薬成分解析における高速液体クロマトグラフ 

─フーリエ変換型質量分析計の活用 大月興春
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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．

　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
　　　　　　　 一般社団法人 学術著作権協会

　FAX：03─3475─5619　E-mail：info ＠ jaacc.jp
　なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著
協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね
ください．
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